
基
礎
研
究
部
門
　
特
定
公
募
研
究
（
共
同
研
究
）

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）

三　

浦　

真　

証

　

江
戸
時
代
の
本
願
寺
の
歴
史
に
お
い
て
、
最
も
大
き
な
論
争
と
さ
れ
る
の
が
三
業
惑
乱
で
あ
る
。
そ
の
解
決
へ
向
け
て
最
も
大
き
く
貢
献
し
た
書
が
、
こ
こ
に
紹
介
す

る
大
瀛
（
一
七
五
九
～
一
八
〇
四
）
の
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
で
あ
る
。
三
業
惑
乱
の
経
緯
と
し
て
は
、
そ
の
発
端
と
な
っ
た
功
存
（
一
七
二
〇
～
一
七
九
六
）
の
『
願

生
帰
命
弁
』
の
出
版
か
ら
数
え
る
と
、
一
定
の
終
止
符
を
打
つ
ま
で
に
約
四
十
年
も
の
歳
月
を
費
や
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
経
緯
の
内
、
大
瀛
が
三
業
惑
乱
に
関

わ
っ
た
部
分
を
概
観
し
、『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
出
版
経
緯
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

三
業
惑
乱
の
問
題
が
本
願
寺
派
内
で
顕
在
化
し
た
の
は
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
、
能
化
智
洞
（
一
七
三
六
～
一
八
〇
五
）
が
学
林
の
夏
安
居
で
『
大
経
』
を
講
じ
、

三
業
帰
命
説
を
主
張
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
中
で
智
洞
は
先
代
能
化
功
存
が
否
定
し
な
か
っ
た
信
楽
帰
命
説
を
明
確
に
否
定
し
て
お
り
、
こ
れ
が
本
願
寺
派
内
の
信
楽

派
を
刺
激
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
大
瀛
は
門
弟
道
岳
の
名
を
借
り
て
、
智
洞
の
講
義
に
対
し
て
質
問
状
を
送
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
は
、
智
洞
の
門
弟
普
済

が
智
洞
の
校
閲
を
経
て
、
質
問
状
に
朱
書
き
を
も
っ
て
返
答
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
大
瀛
は
同
（
一
七
九
七
）
年
十
月
、
学
林
の
三
業
帰
命
説

を
批
判
す
る
『
浄
土
真
宗
金
剛
錍
』
を
著
し
て
い
る
。
本
書
が
、
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
稿
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
翌
（
一
七
九
八
）
年
四
月
、
智
洞
が
病
中
の
宗
主
に
代
わ
り
、
蓮
如
宗
主
三
百
回
忌
法
要
に
際
し
て
演
説
し
た
。
そ
こ
で
智
洞
は
ま
た
し
て
も
三
業
帰

命
説
を
主
張
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
石
見
の
履
善
（
一
七
五
四
～
一
八
一
九
）
や
豊
前
の
鋼
猷
、
安
芸
の
智
蔵
な
ど
が
質
問
状
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
本
願
寺
派

内
に
お
い
て
も
対
立
が
激
化
し
て
い
っ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
同
年
五
月
、
安
芸
の
学
徒
は
仏
護
寺
の
夏
講
に
お
い
て
智
洞
の
所
説
を
検
証
し
、
学
林
に
対
し
て
『
十

六
問
尋
』
を
提
出
し
た
が
、
学
林
の
答
え
は
な
か
っ
た
（
返
答
が
あ
っ
た
の
は
四
年
後
の
享
和
二
〈
一
八
〇
二
〉
年
八
月
）。
ま
た
、
こ
の
時
、
大
瀛
は
『
真
宗
安
心
十

諭
』
を
著
し
て
三
業
帰
命
説
を
明
確
に
誤
り
と
主
張
し
て
い
る
。

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）

一
〇
五



　

そ
の
後
、
安
芸
の
学
徒
は
学
林
に
対
し
て
返
答
を
求
め
続
け
た
が
反
応
は
な
く
、
ま
た
そ
の
間
、
京
都
で
は
学
林
の
制
度
改
革
を
理
由
に
し
て
、
智
洞
な
ど
の
三
業
派

と
道
隠
（
一
七
四
一
～
一
八
一
三
）
な
ど
の
信
楽
派
と
の
折
衝
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
も
効
果
な
く
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
安
芸
の
学
徒
は
、
寛
政
十
二
（
一
八
〇

〇
）
年
春
、
大
瀛
に
よ
る
先
の
『
浄
土
真
宗
金
剛
錍
』
を
改
訂
し
て
出
版
す
る
こ
と
を
企
画
し
、
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
五
月
付
の
仏
護
寺
主
因
順
の
序
文
と
同
十

二
（
一
八
〇
〇
）
年
三
月
付
の
僧
叡
の
序
文
を
付
し
、
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
五
月
、
題
を
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
に
改
め
て
出
版
し
た
。
本
書
は
出
版
さ
れ
る
や
、

三
日
間
で
二
百
部
を
売
り
尽
く
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
学
林
は
、
本
願
寺
を
通
じ
て
京
都
所
司
代
に
訴
え
て
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
を
発
刊
禁
止
に
し
、
ま
た
翌

（
一
八
〇
二
）
年
、
安
芸
の
学
徒
が
提
出
し
た
『
十
六
問
尋
』
に
対
し
て
『
十
六
問
尋
答
釈
』
を
著
し
て
返
答
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
大
瀛
は
『
十
六
問
尋
答
釈
』
を

批
判
し
た
『
論
衡
篇
』
を
著
し
て
い
る
。

　

こ
れ
と
前
後
し
て
、
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
七
月
、
三
業
惑
乱
に
関
連
す
る
美
濃
の
騒
動
が
契
機
と
な
り
、
寺
社
奉
行
脇
坂
淡
路
守
が
本
願
寺
に
治
安
問
題
の
解
決

を
要
求
し
た
こ
と
で
、
三
業
惑
乱
は
幕
府
の
介
入
す
る
問
題
と
な
る
。
こ
の
頃
、
す
で
に
本
願
寺
に
論
争
を
押
さ
え
込
む
力
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
享
和
三

（
一
八
〇
三
）
年
の
安
居
休
講
が
、
二
条
奉
行
所
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
最
早
問
題
の
解
決
は
、
幕
府
の
力
を
借
り

な
け
れ
ば
実
現
不
可
能
な
状
況
に
ま
で
拡
大
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

問
題
解
決
に
乗
り
出
し
た
幕
府
に
と
っ
て
、
治
安
問
題
は
解
決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
安
心
に
つ
い
て
は
裁
量
の
範
疇
に
な
い
。
そ
こ
で
幕
府
は
、
審
議
の
た
め
に

大
瀛
を
呼
び
出
し
、
そ
の
後
、
大
瀛
は
智
洞
と
対
論
す
る
な
ど
問
題
の
解
決
に
当
た
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
残
念
な
が
ら
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
、
大
瀛
は
三
業
惑

乱
の
終
結
を
見
る
直
前
に
没
し
て
い
る
。

　

以
上
、
三
業
惑
乱
に
お
け
る
大
瀛
の
関
わ
り
を
概
観
し
た
が
、
こ
こ
で
大
瀛
が
三
業
惑
乱
に
際
し
て
著
し
た
書
物
を
一
覧
し
て
お
こ
う
。

　

①
『
浄
土
真
宗
金
剛
錍
』（
一
七
九
七
年
）

　

②
『
真
宗
安
心
十
諭
』（
一
七
九
八
年
）

　

③
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』（
一
八
〇
一
年
）

　

④
『
論
衡
篇
』（
一
八
〇
二
年
）

　
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
井
上
善
幸
「
大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
と
『
浄
土
真
宗
金
剛
錍
（
三
巻
本
）』
の
対
照
翻
刻
」（『
龍
谷
大
学
仏
教

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）

一
〇
六



文
化
研
究
所
紀
要
』
四
九
、
二
〇
一
〇
年
）
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
に
は
以
下
の
通
り
、
初
稿
本
、
再
稿
本
、
完
稿
本
の
三
段
階
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
（【　

】
内
は
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
書
の
請
求
記
号
）。

〈
初
稿
本
〉
浄
土
真
宗
金
剛
錍
（
二
巻
）　　

寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年　
【175/47-W

】

〈
再
稿
本
〉
浄
土
真
宗
金
剛
錍
（
三
巻
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【175/10-W

】

〈
完
稿
本
〉
横
超
直
道
金
剛
錍
（
三
巻
）　　

享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年　
【175/124-W

】

　

ま
た
、『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
は
そ
の
後
も
繰
り
返
し
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
三
業
惑
乱
当
時
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
は
「
芸
州
芿
園
蔵
板
」
と
刻
さ
れ
、「
銭
屋
新
助
」

「
大
国
屋
吉
兵
衛
」「
世
並
屋
伊
兵
衛
」
の
少
な
く
と
も
三
種
類
の
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
は
、
大
瀛
門
下
の

流
れ
を
汲
む
下
間
安
海
（
一
八
七
九
～
一
八
八
六
）
が
出
典
な
ど
の
傍
註
を
施
し
て
校
訂
し
た
『
傍
註
横
超
直
道
金
剛
錍
』
が
出
版
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
「
永

田
文
昌
堂
」「
興
教
書
院
」
の
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
が
知
ら
れ
、
ま
た
「
西
村
護
法
館
」
か
ら
も
別
版
の
傍
註
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
横
超
直

道
金
剛
錍
』
は
三
業
惑
乱
を
終
結
に
導
い
た
書
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
出
版
状
況
を
通
し
て
も
、
そ
の
後
の
教
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

本
稿
で
は
以
下
、
龍
谷
大
学
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
基
礎
研
究
部
門
特
定
公
募
研
究
（
共
同
）「
大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部

を
報
告
す
る
。
本
研
究
で
は
、『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
刊
本
の
内
、『
傍
註
横
超
直
道
金
剛
錍
』（
永
田
文
昌
堂
）
に
基
づ
き
本
文
を
翻
刻
し
つ
つ
、
そ
の
意
訳
を
作
成

し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
三
業
惑
乱
の
終
結
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
教
学
展
開
に
も
影
響
を
与
え
続
け
た
書
で
あ
る
『
横
超
直
道
金
剛

錍
』
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
理
解
で
き
る
本
文
意
訳
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
真
宗
教
学
の
考
察
に
資
す
る
大
き
な
意
義
を
持
つ
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
章
立
て
に
つ
い
て
は
、
鳥
鼠
義
卿
氏
の
編
著
に
よ
る
『
三
業
惑
乱
の
始
終
』（
善
立
寺
、
一
九
七
一
年
、
非
売
品
）
の
巻
末
に
付
さ
れ
た
科
註
を
参
考
に
し
つ
つ
、

改
め
て
筆
者
が
付
し
た
。
ま
た
、
本
文
中
の
【　

】
内
の
番
号
は
、
鳥
鼠
氏
の
科
註
の
分
け
方
に
し
た
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
論
文
に
掲
載
し
た
本
文
・
意
訳
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
主
任
の
殿
内
恒
氏
（
文
学
部
教
授
）
を
は
じ
め
、
井
上
善
幸
（
法
学
部
教
授
）・
井
上
見
淳
（
社

会
学
部
准
教
授
）・
能
美
潤
史
（
文
学
部
准
教
授
）・
堀
祐
彰
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
研
究
員
）・
西
村
慶
哉
（
同
研
究
助
手
）・
リ
ュ
ウ
シ
ュ 

マ
ル
ク
ス

（M
arkus Ruesch

、
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
博
士
研
究
員
）
の
７
名
と
共
に
作
成
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）

一
〇
七



『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
巻
上�

芸
州　

大
瀛　

述

　

第
一
章　

自
序

　
　

第
一
節　

客
の
激
励

　
　
《
本
文
》

【
1
】　

丁一丁
右巳
の
冬
、
疾や
ま
いに
陵
水
の
上
に
臥
す
。
一
日
、
客
あ
り
。
来
た
り
訪と
ぶ
らい
、
し
ば
ら
く
し
て
謂
い
て
曰
く
。
近
来
、
都
鄙
の
間
、
わ
が
真
宗
の
安
心
を
談
ず
る

者
、
多
く
三
業
帰
命
を
も
っ
て
正
定
の
因
と
す
。
そ
の
化
風
を
み
る
に
、
廃
立
の
談
に
及
ば
ず
、
信
疑
の
論
に
渉
ら
ず
、
い
た
ず
ら
に
仏
像
に
対
し
て
身
口

祈
請
す
る
を
も
っ
て
要
務
と
す
。
実
に
小
児
の
戯
に
似
た
り
。
三
業
帰
命
と
云
う
と
い
え
ど
も
、
内
心
空
虚
の
者
、
実
に
多
し
。
既
に
外
儀
を
も
っ
て
安
心

に
濫
ず
る
な
れ
ば
、
こ
の
弊
に
陥
ら
ざ
る
こ
と
を
え
ず
。
こ
れ
失
の
見
や
す
き
者
な
り
。
し
か
る
に
耆
宿
碩
徳
、
多
く
こ
の
計
を
主
張
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

海
内
翕
然
な
り
。
あ
あ
、
痛
ま
し
き
か
な
。
時
弊
の
人
を
移
す
な
り
。
子
（
大
瀛
）、
何
ぞ
一
た
び
こ
れ
を
弁
ぜ
ざ
る
や
。

【
2
】　‌�

余
曰
く
、
客
の
言
好よ

し
。
し
か
る
に
余
、
寡
聞
謭
劣
、
か
つ
臥
病
数
年
、
力ち
か
らこ
れ
が
弁
を
な
す
に
足
ら
ず
。

【
3
】　‌�

客
曰
く
、
咄と
つ

哉さ
い

。
大
法
、
地
に
墜
ち
ん
と
す
。
何
ぞ
身一丁
左命
を
愛
で
、
護
持
の
事
を
堕
つ
る
べ
き
や
。
も
し
力
ち
か
ら

足
た
ず
と
な
ら
ば
、
何
ぞ
そ
の
能
す
る
と
こ
ろ

を
竭つ

く

さ
ざ
る
や
。

《
意
訳
》

【
1
】	

寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
の
冬
、
私
は
病
床
に
伏
せ
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
客
が
来
て
言
っ
た
。「
最
近
、
京
都
で
も
地
方
で
も
真
宗
の
教
え
を
語
る
者
は
、
多

く
は
身
・
口
・
意
の
三
業
で
帰
依
す
る
こ
と
で
救
わ
れ
る
三
業
帰
命
説
を
唱
え
て
い
る
。
そ
の
説
き
ぶ
り
は
、
凡
夫
の
た
め
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
信
心
の
内

容
に
も
触
れ
ず
、
た
だ
礼
拝
し
祈
願
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
帰
依
す
る
す
が
た
は
、
ま
る
で
子
ど
も
の
真
似
事
で
あ
る
。
三
業
帰
命
と

言
っ
て
も
、
そ
の
内
容
す
ら
分
か
っ
て
い
な
い
者
が
多
い
。
礼
拝
や
祈
願
を
信
心
と
混
同
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
き
な
誤
り
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ

な
の
に
、
多
く
の
僧
侶
が
こ
の
説
を
唱
え
て
い
る
。
ま
る
で
真
宗
の
教
え
が
三
業
帰
命
説
一
色
に
な
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
あ
あ
、
何
と
痛
ま
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

時
代
の
悪
い
考
え
が
人
々
の
心
を
変
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
大
瀛
よ
、
ど
う
し
て
あ
な
た
は
何
も
言
わ
な
い
の
か
」
と
。

【
2
】	

私
（
大
瀛
）
は
言
っ
た
、「
あ
な
た
の
言
う
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
私
は
、
見
識
が
狭
く
浅
は
か
で
、
こ
こ
数
年
、
病
床
に
つ
い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
問

題
を
ど
う
に
か
す
る
力
が
な
い
の
で
す
」
と
。

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）
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【
3
】	

す
る
と
客
は
言
っ
た
。「
何
と
い
う
こ
と
を
。
大
切
な
真
宗
の
教
え
が
地
に
堕
ち
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
あ
な
た
は
自
分
の
身
体
を
愛
し
て
、
教
え
を
護
る
こ
と

を
し
な
い
の
か
。
も
し
力
が
足
り
な
い
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
自
分
の
で
き
る
限
り
の
こ
と
で
も
し
な
い
の
か
」
と
。

　
　

第
二
節　

大
瀛
の
奮
起

　
　
《
本
文
》

【
4
】　‌�

こ
こ
に
お
い
て
、
余
ま
た
奮
然
と
し
て
起
き
て
曰
く
、
瀛
、
不
敏
な
り
と
い
え
ど
も
、
客
の
一
言
に
感
あ
り
。
請
試
に
こ
れ
を
言
わ
ん
。
そ
れ
一
心
帰
命
と

は
真
宗
の
印
璽
な
り
。
他
力
摂
生
の
極
致
、
凡
愚
直
入
の
妙
門
、
独
り
こ
こ
に
あ
り
。
相
承
の
聖
訓
、
何
の
処
に
か
三
業
祈
願
の
行
を
も
っ
て
真
因
と
す
る

も
の
あ
ら
ん
や
。

【
5
】　‌�

し
か
る
に
近
来
、
一
師
、
新
た
に
願
生
帰
命
の
唱
を
作
し
、
盛
ん
に
三
業
一
念
の
宗
を
立
つ
。
け
だ
し
、
当
時
一
類
の
邪
徒
あ
り
。
妄
情
横
議
し
て
帰
命
を

呵
棄
し
、
も
っ
て
他
力
の
至
極
と
し
、
信
楽
を
僻
解
し
て
、
ほ
と
ん
ど
空
慧
に
同
ず
。
一
師
の
『
弁
』、
こ
れ
が
た
め
に
作
す
と
云
う
。

【
6
】　‌�

し
か
る
に
則
ち
、
弊
を
救な
お

し
邪
を
矯た

む
。
当そ
の
か
み時
に
お
い
て
何
ぞ
功
な
し
と
せ
ん
。
龍
樹
の
言
に
曰
く
、「
声
を
も
っ
て
声
を
止
め
る
が
如
し
。
声
を
求
む
る

に
あ
ら
ず
」
と
。
か
く
の
ご
と
き
の
謂
い
か
。［
本
立
純
叟〈
本
立
院
釈
道
粋
、
字
純
叟
。『
帰

命
弁
』
を
評
す
る
文
な
り
。

〉、
か
つ
て
評
し
て
曰
く
、「
声
を
止
め
る
の
声
、
ま
す
ま
す
喧
し
く
、

狂
児
の
狂
す
る
な
り
。
不
狂
児
も
ま
た
狂
す
。
慎し

た
がは
ざ
る
べ
き
か
］。
お
お
よ
そ
世
の
曲
を
矯た
め

る
者
、
左
は
則
ち
こ
れ
を
右
に
し
、
右
は
則
ち
こ
れ
を
左
に

す
。
そ
の
矯た

め

る
や
、
必
ず
過
る
こ
と
あ
り
。
し
か
し
て
後
に
物
を
し
て
中
正
を
え
し
む
。
今
、
彼
の
有
弁
の
意
も
ま
た
か
く
の
ご
と
き
か
。
当
時
の
邪
徒
、

帰
命
を
廃
棄
す
る
者
、
歪

ゆ
が
め
るの
甚
だ
し
き
な
り
。
彼二丁
右に
対
し
て
こ
れ
を
弁
ず
る
者
の
、
け
だ
し
ま
た
過
ぎ
た
り
。
期
す
る
は
中
正
に
あ
り
。
正
を
得
て
止
む
べ

し
。
い
づ
く
ん
ぞ
、
ま
す
ま
す
こ
れ
を
撓た

わ

む
る
こ
と
せ
ん
や
。
し
か
る
に
世
の
痴
輩
、
こ
の
意
を
会
こ
こ
ろ
みせ
ず
、
吠
声
雷
同
し
て
、
弁
主
大
過
の
説
を
翼
賛
し
、

弊
風
日
に
倍
し
て
、
安
心
の
正
路
を
晦く

ら

ま
す
。
大
谷
の
真
宗
、
否
塞
に
幾ち
か

し
。
慨
歎
、
何
ぞ
限
ら
ん
。
彼
の
諸
の
邪
徒
は
、
瞖
眼
者
の
妄
り
に
空
華
を
見
る

が
ご
と
し
。
妄
情
迷
執
、
慧
眼
を
覆
う
が
ゆ
え
に
、
相
承
の
至
教
に
お
い
て
、
如
実
に
義
を
取
る
こ
と
あ
た
わ
ず
、
諸
の
不
正
の
義
、
虚
妄
に
顕
現
す
。
一

盲
、
衆
盲
を
導
き
、
あ
い
引
き
て
深
坑
に
陥
る
。
有
眼
の
者
、
何
ぞ
坐い

な
が
ら
こ
れ
を
観
じ
て
忍
ば
ん
。

【
7
】　‌�

今
、
願
く
は
諸
の
智
人
、
護
法
利
生
の
意
楽
を
策は
げ
まし
、
仏
祖
相
承
の
真
金
錍
を
執
り
て
、
こ
れ
を
世
間
に
振
い
、
諸
邪
の
瞖
膜
を
抉
え
ら
び
とり
て
、
も
っ
て
清
浄
無

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）
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垢
の
真
宗
を
見
せ
し
め
、
も
っ
て
邪
義
顕
現
の
源
を
塞
ぎ
、
法
流
清
浄
に
し
て
常
に
退
転
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
。
今
、
子
こ
れ
を
余
に
要も
と
むす
。
余
、
孱
弱

の
質
、
大
任
は
我
が
分
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
護
法
の
寸
心
は
多
く
譲
ら
ざ
る
所
な
り
。
請
ふ
、
数
日
を
寛
せ
よ
。
こ
れ
を
二
三
、
子
に
告
げ
て
、
記
し

て
も
っ
て
子
に
貽お

く

ら
し
め
ん
。
客
、
曰
く
。
よ
い
か
な
。
遂
に
病
を
力
め
て
事二丁
左こ
こ
に
従
う
と
云
う
。

《
意
訳
》

【
4
】	
こ
れ
を
聞
い
て
大
瀛
は
奮
然
と
し
て
、
床
か
ら
起
き
て
言
い
ま
し
た
。「
私
は
才
能
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
な
た
の
言
わ
れ
る
こ
と
に
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ま
試
み
に
三
業
帰
命
説
の
問
題
点
を
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。〈
一
心
帰
命
〉
は
真
宗
で
最
も
大
切
な
も
の
で
す
。
阿
弥
陀
仏
に
救
わ
れ
る
最
高
の
教
え
、
愚

か
な
者
が
往
生
で
き
る
す
ば
ら
し
い
教
え
、
そ
の
肝
心
要
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
す
。
親
鸞
聖
人
を
始
め
と
す
る
祖
師
方
の
教
え
の
ど
こ
に
、
私
た
ち
の
祈
願
を
込
め
た

思
い
や
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
往
生
で
き
る
と
す
る
言
葉
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

【
5
】	

そ
れ
な
の
に
、
最
近
、
功
存
と
い
う
者
が
い
て
、
新
た
に
、〈
浄
土
に
生
ま
れ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
〉
と
い
う
思
い
を
持
つ
こ
と
が
信
心
で
あ
る
と
い
う
願
生
帰
命
の
説
を

唱
え
、
盛
ん
に
私
た
ち
の
思
い
や
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う
三
業
一
念
の
説
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
思
う
に
、
当
時
、
無
帰
命
安
心
と
い
う
説
を
唱
え
る

者
が
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
仏
に
帰
依
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
が
正
し
い
理
解
だ
と
勝
手
に
言
い
、
阿
弥
陀
仏
の
願
い
に
ま
か
せ
る
と
い
う
信
楽
の
理
解
を
曲
解

し
て
、
実
体
の
な
い
も
の
の
よ
う
に
見
な
し
て
い
ま
し
た
。
功
存
は
こ
の
説
を
否
定
す
る
た
め
に
『
願
生
帰
命
弁
』
を
書
い
た
と
言
い
ま
す
。

【
6
】	

で
す
か
ら
、『
願
生
帰
命
弁
』
は
無
帰
命
安
心
と
い
う
誤
っ
た
理
解
を
正
し
た
の
で
あ
っ
て
、
当
時
に
お
い
て
、
ど
う
し
て
功
績
が
な
か
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
龍
樹
菩
薩
は
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。〈
大
声
を
大
声
で
制
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。
大
声
そ
の
も
の
が
問
題
な
の
だ
〉
と
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
う
。［
本
立
院
道
粋
（
一
七
一
三
～
一
七
六
四
）
が
か
つ
て
『
願
生
帰
命
弁
』
を
評
し
て
こ
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。〈
大
声
を
止
め
よ
う
と
す
る
声
が
余
計
に
や

か
ま
し
い
。
問
題
児
が
騒
ぎ
出
す
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
騒
い
で
な
い
者
ま
で
騒
ぎ
出
す
。
そ
ん
な
者
に
従
っ
て
は
な
ら
な
い
〉
と
］。
世
間
で
は
、
曲
が
っ

た
も
の
を
直
す
時
、
左
に
曲
が
っ
て
い
れ
ば
右
に
曲
げ
、
右
に
曲
が
っ
て
い
れ
ば
左
に
曲
げ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
曲
が
っ
て
い
る
の
を
直
そ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
一
端

逆
に
曲
げ
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
し
っ
か
り
見
直
し
て
正
し
い
状
態
に
戻
す
も
の
で
す
。
今
、
功
存
の
『
願
生
帰
命
弁
』
も
同
じ
で
す
。
当
時
の
無
帰
命

安
心
の
人
々
は
、
帰
依
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
誤
り
は
甚
だ
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
人
々
を
正
そ
う
と
し
て
、
功
存
は
逆
に
曲
げ
す
ぎ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
目
指
す
べ
き
は
そ
の
真
ん
中
で
、
正
し
い
状
態
に
し
て
止
め
る
べ
き
な
の
で
す
。
ど
う
し
て
前
よ
り
も
曲
が
っ
た
状
態
の
ま
ま
に
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
な
の
に
、
愚
か
な
人
々
は
、
そ
の
こ
と
に
気
付
か
ず
に
声
を
合
わ
せ
て
功
存
の
説
に
賛
同
し
、
そ
の
弊
害
は
日
に
日
に
倍
増
し
て
、
も
は
や
、
正
し
い
教
え
す
ら

見
え
な
く
な
っ
て
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
も
ま
さ
に
途
絶
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
何
と
嘆
か
わ
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
功
存
に
し
た
が
う
人
々
は
、
眼
を
病
ん
で
、
あ

り
も
し
な
い
花
を
見
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
誤
っ
た
見
解
で
智
慧
の
眼
が
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
親
鸞
聖
人
以
来
伝
え
ら
れ
て
き
た
教
え
を
あ
り
の
ま
ま
に

見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
誤
っ
た
理
解
を
妄
り
に
説
い
て
い
る
の
で
す
。
一
人
の
誤
っ
た
人
が
多
く
の
人
々
を
導
い
て
深
い
穴
に
落
ち
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
正

し
い
教
え
を
知
っ
て
い
る
者
が
、
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。

【
7
】	

智
慧
あ
る
人
々
よ
、
す
べ
て
の
者
の
た
め
に
真
宗
の
教
え
を
護
ろ
う
と
す
る
心
を
奮
い
立
た
せ
、
釈
尊
・
親
鸞
聖
人
以
来
の
真
実
の
教
え
を
掲
げ
、
そ
れ
を
世
間
の
人
々

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）
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に
示
し
、
邪
な
教
え
を
取
り
除
き
、
清
ら
か
な
正
し
い
教
え
を
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
誤
っ
た
理
解
の
原
因
を
塞
ぎ
、
真
宗
の
教
え
を
正
し
い
も
の
に
戻
し
て
二
度
と

誤
り
が
起
き
な
い
よ
う
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
、
あ
な
た
は
そ
れ
を
私
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
私
は
拙
く
弱
い
資
質
し
か
持
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
よ
う
な
重
い
役
目
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
正
し
い
教
え
を
守
り
た
い
と
い
う
思
い
は
誰
に
も
負
け
な
い
つ
も
り
で
す
。
だ
か
ら
、
私

に
時
間
を
く
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
あ
な
た
に
告
げ
て
、
そ
れ
を
記
し
て
あ
な
た
に
贈
り
ま
し
ょ
う
」
と
。
す
る
と
客
は
言
っ
た
。「
そ
れ
は
良

い
こ
と
で
す
。
や
っ
と
病
を
押
し
て
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
く
れ
る
。
何
と
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
ろ
う
」
と
。

　

第
二
章　

欲
生
正
因
批
判

　
　

第
一
節　
『
願
生
帰
命
弁
』
批
判
の
要
点
に
つ
い
て

　
　
《
本
文
》

【
8
】　‌�

問
う
。
旧
人
の
帰
命
一
念
を
弁
ず
る
は
、
邪
説
に
対
す
る
故
に
、
故
こ
と
さ
らに
大
過
を
な
す
。
今
時
、
意
を
会
せ
ず
、
終
に
邪
執
を
な
す
と
云
う
。
何
れ
か
こ
れ
大

過
、
何い

か
んが
こ
れ
邪
執
、
失
を
成
ず
。
請
う
、
分
明
に
弁
折
し
て
、
人
を
し
て
相
承
の
正
義
に
帰
せ
し
め
よ
。

【
9
】　‌�

答
う
。
我
、
今
そ
の
二
大
過
を
挙
げ
て
、
就
い
て
こ
れ
を
弁
ぜ
ん
。
陣
に
臨
み
で
将
を
斬
る
に
、
残
党
は
風
に
望
ん
で
敗
走
す
。
そ
の
大
な
る
者
を
弁
折
せ

ば
、
小
者
は
自
ら
解と

ら
ん
。
云
何
が
二
大
過
な
る
。
一
に
欲
生
正
因
、
二
に
三
業
帰
命
。
一
に
欲
生
正
因
と
は
、
旧
人
の
『
弁
』
に
云
く
、「
吾
宗
に
伝
う

る
弥
陀
を
た
の
む
と
い
ふ
こ
と
は
、
本
願
の
三
信
を
統
括
し
て
、
近
く
六
字
の
名
号
な
る
こ
と
を
示
し
、
三
信
即
一
の
欲
生
の
一
心
開
発
を
あ
ら
は
し
た
ま

ふ
す
が
た
と
見
え
た
り
。［
乃
至
］
今
の
た
の
む
と
云
う
は
、
願
文
の
〈
欲
生
我
国
〉、
成
就
の
文
の
〈
願
生
彼
国
〉
と
説
き
た
ま
へ
る
如
実
の
欲
と
願
と
の

お
も
む
き
な
り
」
等
。

【
10
】　‌�

断
じ
て
曰
く
、
こ
の
『
弁
』
は
本
願
三
心
中
、
別
し
て
欲
生
を
取
り
て
、
た
の
む
一
念
と
せ
り
。
故
に
願三丁
右文
を
引
く
に
、「
至
心
信
楽
」
を
略
し
、
成
文
を

引
く
に
「
聞
名
信
喜
」
を
省
き
、
た
だ
「
欲
願
の
趣
き
」
と
云
う
。

【
11
】　‌�

下
に
至
り
て
ま
た
云
く
、「
蓮
師
は
相
の
顕
著
な
る
を
取
り
て
、
愚
鈍
下
機
に
近
く
示
し
た
ま
ふ
ゆ
へ
に
、
欲
生
帰
命
の
一
心
に
た
た
み
い
れ
て
教
え
た
ま

へ
り
」。

【
12
】　‌�

ま
た
云
く
、「
た
だ
仏
を
た
の
む
と
云
う
ば
か
り
は
、
欲
生
心
の
相
な
れ
ば
、
十
八
・
十
九
・
二
十
の
三
願
の
機
に
わ
た
る
べ
し
」
と
。
そ
の
意
、
見
る
べ
し
。

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）
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【
13
】　‌�

け
だ
し
お
も
ん
み
れ
ば
、
弁
主
所
対
の
異
解
者
、
愚
痴
妄
執
し
て
、
信
楽
の
正
義
を
得
ず
、
猥
り
に
行
者
能
帰
の
楽
欲
を
呵
棄
し
、
無
念
無
想
に
し
て
、
し

か
し
て
後
に
至
極
す
と
計
す
る
が
故
に
、
弁
主
、
こ
れ
が
為
に
特
に
欲
生
を
掲
げ
て
橛く

さ
びを
以
っ
て
橛
を
抜
く
の
術
を
な
す
。
た
だ
こ
れ
一
時
、
邪
を
矯た

む
る

の
過
説
の
み
。
も
し
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
大
い
に
宗
義
に
違
す
。

《
意
訳
》

【
8
】	
問
う
。
功
存
が
帰
依
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
は
異
義
に
対
す
る
か
ら
で
、
そ
の
た
め
に
あ
え
て
極
端
な
説
を
述
べ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
近
頃
は
そ
の
意
図
を
理
解

せ
ず
に
、
誤
っ
た
主
張
を
し
た
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
功
存
の
説
の
ど
こ
に
大
き
な
誤
り
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
、
聞
い
た
人
を
正
し
い
理
解
に
導
い

て
欲
し
い
。

【
9
】	

で
は
答
え
ま
し
ょ
う
。
二
つ
の
大
き
な
誤
り
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。
敵
陣
の
大
将
を
討
ち
取
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
残
党
は
勢
い
に
負
け
て
敗
走
す
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、

大
き
な
誤
り
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
他
の
細
か
い
点
は
自
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
は
、
そ
の
大
き
な
誤
り
と
は
何
か
。
一
つ
に
は
浄
土
に
生
ま
れ
た
い

と
い
う
思
い
を
往
生
の
因
と
す
る
欲
生
正
因
の
説
、
二
つ
に
は
衆
生
の
行
為
（
身
・
口
・
意
の
三
業
）
に
よ
っ
て
往
生
が
決
定
す
る
と
い
う
三
業
帰
命
の
説
で
す
。
一

つ
目
の
欲
生
正
因
と
は
、
功
存
の
『
願
生
帰
命
弁
』
に
、「
浄
土
真
宗
で
い
う
〈
た
の
む
〉
と
い
う
の
は
、
第
十
八
願
に
説
か
れ
る
至
心
・
信
楽
・
欲
生
の
三
心
を
ま
と

め
て
込
め
た
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
で
あ
り
、
そ
の
三
心
の
中
心
で
あ
る
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
い
う
欲
生
の
思
い
が
心
に
起
こ
る
す
が
た
な
の
で
あ
る
。（
中
略
）〈
た

の
む
〉
と
い
う
の
は
、
第
十
八
願
に
説
か
れ
る
〈
私
の
国
に
生
ま
れ
た
い
と
思
え
〉、
第
十
八
願
成
就
の
文
の
〈
か
の
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
願
え
〉
と
説
か
れ
て
い
る
、

そ
の
言
葉
の
通
り
に
生
ま
れ
た
い
と
思
う
欲
と
願
と
の
こ
と
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
そ
れ
で
あ
る
。

【
10
】	

こ
の
説
が
ど
う
し
て
誤
り
で
あ
る
の
か
指
摘
し
ま
し
ょ
う
。
功
存
の
説
は
、
第
十
八
願
の
三
心
の
中
、
特
に
欲
生
だ
け
を
取
り
上
げ
て
「
た
の
む
」
と
し
て
い
る
。
だ

か
ら
、
第
十
八
願
文
を
引
用
す
る
場
合
に
も
「
至
心
・
信
楽
」
の
二
つ
を
省
略
し
、
第
十
八
願
成
就
の
文
を
引
く
場
合
に
も
「
名
号
を
聞
い
て
信
じ
喜
ぶ
」
こ
と
を
省

略
し
て
、
ま
る
で
第
十
八
願
に
は
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
い
う
欲
・
願
し
か
説
か
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
大
い
に
問
題
な
の
で
す
。

【
11
】	

ま
た
、『
願
生
帰
命
弁
』
の
別
の
箇
所
で
は
、「
蓮
如
上
人
は
分
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
を
取
り
上
げ
て
、
愚
か
な
者
に
も
分
か
る
よ
う
に
示
さ
れ
た
。
だ
か
ら
、
浄
土
に

生
ま
れ
た
い
と
い
う
思
い
が
〈
帰
命
（
た
の
む
）〉
な
の
だ
と
教
え
ら
れ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。

【
12
】	

ま
た
、「
仏
を
た
だ
〈
た
の
む
〉
と
い
う
だ
け
で
は
、
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
い
う
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
第
十
八
願
・
第
十
九
願
・
第
二
十
願
の
す
べ
て
に
共
通
し
て
い

る
」
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
功
存
の
意
図
、
つ
ま
り
、
欲
生
し
か
取
り
上
げ
な
い
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

【
13
】	

そ
も
そ
も
功
存
は
、
浄
土
真
宗
の
正
し
い
理
解
も
分
か
ら
ず
に
、
む
や
み
に
帰
依
す
る
こ
と
を
否
定
し
、
何
も
考
え
な
い
こ
と
こ
そ
が
究
極
の
信
心
だ
と
す
る
よ
う
な

極
端
な
説
に
対
し
て
、
あ
え
て
欲
生
を
表
に
掲
げ
て
、
極
端
を
も
っ
て
極
端
を
制
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
た
だ
、
誤
り
を
正
す
た
め
だ
け
の
極
端
な
説
な
の
で

あ
る
。
も
し
そ
う
で
な
い
と
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
浄
土
真
宗
の
理
解
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
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と
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第
二
節　
『
願
生
帰
命
弁
』
批
判
の
詳
細
に
つ
い
て

　
　
　

第
一
項　

宗
義
に
反
す
る
こ
と
に
つ
い
て

《
本
文
》

【
14
】　‌�

宗
祖
の
定
判
、「
報
土
の
真
因
は
信
楽
を
正
と
為
す
」（「
化
身
土
巻
」、『
聖
典
全
書
』
巻
二
、
一
九
六
頁
）
と
云
え
り
。
ま
た
、「
涅
槃
の
真
因
は
た
だ
信
心

を
も
っ
て
す
」（「
信
巻
」、『
聖
典
全
書
』
巻
二
、
七
九
頁
）
と
云
え
り
。
そ
の
三
心
を
釈
し
た
ま
う
に
や
、「
三
心
す
な
わ
ち
一
心
な
り
」（「
信
巻
」、『
聖

典
全
書
』
巻
二
、
九
六
頁
）
と
云
え
り
。
一
心
と
は
信
楽
の
異
名
な
り
［
具
に
信
文
類
の
如
し
］。
ま
た
、
一
念
を
釈
し
て
云
く
、「
信
楽
に
一
念
あ
り
」

（「
信
巻
」、『
聖
典
全
書
』
巻
二
、
九
三
頁
）
等
。
こ
れ
み
な
一
信
楽
を
も
っ
て
機
受
の
安
心
を
確
定
す
る
者
な
り
。
そ
の
他
の
諸
文
、
旨
帰
一
致
な
り
。

【
15
】　‌�

覚
師
（
覚
如
）
の
云
く
、「
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
を
も
っ
て
他三丁
左力
の
安
心
と
お
ぼ
し
め
さ
る
る
が
故
な
り
」（『
改
邪
鈔
』、『
聖
典
全
書
』
巻
四
、
三
一
一

頁
）
と
。
他
力
の
宗
致
、
も
と
た
だ
一
途
の
み
。
何
ぞ
更
に
異
義
あ
ら
ん
や
。
こ
こ
を
も
っ
て
、
蓮
師
（
蓮
如
）
の
『
五
帖
』（
御
文
章
）、
慇
勤
に
こ
の
旨

を
伝
え
て
云
く
、「
祖
師
聖
人
御
相
伝
一
流
の
肝
要
は
、
た
だ
こ
の
信
心
ひ
と
つ
に
か
ぎ
れ
り
」（『
御
文
章
』
二
帖
目
第
三
通
、『
聖
典
全
書
』
巻
五
、
一
〇

〇
頁
）
等
。
し
か
れ
ば
、
そ
の
た
の
む
一
念
と
云
う
も
の
、
あ
に
他
な
ら
ん
や
。
た
だ
こ
れ
信
一
念
の
み
。

　
　
　

‌�　

世
人
、
或
い
は
お
も
え
ら
く
、「
三
心
即
一
な
れ
ば
信
楽
と
い
う
も
得
た
り
、
欲
生
と
云
う
も
失
な
し
」
と
。
殊
に
知
ら
ず
、
三
心
即
一
と
は
、
一
信
楽

に
摂
帰
す
る
の
語
な
る
こ
と
を
［『
略
書
』（
浄
土
文
類
聚
鈔
）
に
云
く
、「
一
心
の
中
に
至
誠
・
回
向
の
二
心
を
摂
在
せ
り
」（『
聖
典
全
書
』
巻
二
、
二
七

五
頁
）
と
、
即
ち
こ
の
義
な
り
］。
他
力
の
宗
旨
は
、
三
心
全
く
こ
れ
仏
徳
に
し
て
、
機
の
造
修
に
あ
ら
ず
。
仏
、
そ
の
徳
を
全
じ
て
、
こ
れ
を
六
字
の
名

号
と
な
し
て
、
衆
生
に
回
施
し
た
ま
う
。
そ
の
名
号
の
義い

わ
れを
、
弥
陀
如
来
の
真
実
信
心
と
云
え
り
。
行
者
、
こ
れ
を
聞
き
得
て
か
く
の
如
く
決
定
し
て
、
少

し
も
疑
心
な
け
れ
ば
、
こ
れ
仏
心
を
全
領
せ
る
も
の
な
る
故
に
、
こ
れ
を
「
弥
陀
智
願
の
回
向
の
信
楽
」（『
正
像
末
和
讃
』、『
聖
典
全
書
』
巻
二
、
四
八
一

頁
）
と
も
、「
広
大
無
礙
の
一
心
」（「
証
巻
」、『
聖
典
全
書
』
巻
二
、
一
五
一
頁
）
と
も
、「
他
力
真
実
の
信
心
」（『
御
文
章
』
二
帖
目
第
十
五
通
、『
聖
典

全
書
』
巻
五
、
一
一
九
頁
）
と
も
云
え
り
。

　
　
　

‌�　

た
の
む
一
念
と
は
、
こ
の
信
楽
開
発
の
初
念
を
い
う
。
こ
れ
は
報
土
真
因
決
定
せ
る
時
剋
の
極
促
を四丁
右指
定
せ
ん
が
為
に
一
念
と
云
う
の
み
。
初
後
の
別
相

あ
る
に
は
非
ず
。
故
に
、「
如
来
を
た
の
む
心
の
、
ね
て
も
さ
め
て
も
憶
念
の
心
つ
ね
に
し
て
わ
す
れ
ざ
る
」（『
御
文
章
』
一
帖
目
第
二
通
、『
聖
典
全
書
』

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）
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巻
五
、
七
一
頁
）
等
と
云
う
。
ま
た
、「
こ
の
一
念
、
臨
終
ま
で
と
お
り
て
往
生
す
る
な
り
」（『
御
一
代
記
聞
書
』、『
聖
典
全
書
』
巻
五
、
五
二
五
頁
）
と

云
え
り
。
し
か
れ
ば
、
た
の
み
奉
る
一
念
に
仏
の
た
す
け
た
ま
う
と
疑
い
な
く
信
ず
と
云
う
に
つ
い
て
、
初
の
た
の
み
奉
る
一
念
と
後
の
疑
な
く
信
ず
る
と
、

た
だ
こ
れ
一
の
信
楽
な
り
。
前
後
二
心
あ
る
に
は
非
ず
。

　
　
　

‌�　

こ
の
中
、
た
の
み
奉
る
と
は
、
い
わ
ゆ
る
、「
南
無
の
二
字
は
、
衆
生
の
弥
陀
を
信
ず
る
機
な
り
」（『
御
文
章
』
四
帖
目
第
十
四
通
、『
聖
典
全
書
』
巻
五
、

一
七
四
頁
）
と
、
こ
れ
な
り
。
仏
の
た
す
け
た
ま
う
は
、
即
ち
阿
弥
陀
仏
の
四
字
の
意
な
り
。
し
か
れ
ば
即
ち
、
六
字
の
い
わ
れ
に
し
て
行
者
の
所
聞
な
り
。

こ
の
所
聞
の
ま
ま
を
疑
い
な
く
信
ず
と
は
、
即
ち
二
種
深
信
決
定
に
し
て
、
乗
彼
願
力
の
大
帰
命
な
り
。
こ
れ
本
願
名
号
の
南
無
の
義
に
契か

な

え
り
。
こ
の
聞

信
の
初
念
、
即
ち
摂
取
を
蒙
る
を
光
闡
し
て
、
た
の
む
一
念
等
と
云
う
。
知
る
べ
し
、
所
聞
所
獲
不
二
な
る
こ
と
を
。

【
16
】　‌�

こ
こ
を
も
っ
て
信
楽
正
因
と
は
、
純
他
力
を
顕
わ
す
の
至
教
な
り
。
こ
の
信
す
で
に
仏
施
を
全
領
せ
る
が
故
に
、
唯
一
信
楽
、
即
真
実
、
即
大
願
に
し
て
三

心
闕か

く
る
こ
と
な
し
。
こ四丁
左の
旨
を
得
了お
わ

れ
ば
、
た
と
い
欲
生
と
説
く
も
、
至
心
と
説
く
も
、
何
ぞ
妨
げ
ん
。
た
だ
安
心
を
的
示
す
る
に
は
、
定
め
て
た
だ
信

楽
一
心
に
住
し
て
、
余
に
渉
ら
ざ
る
は
祖
門
の
風
範
な
り
。
既
に
し
か
る
と
き
は
、
た
だ
名
を
易か

え

て
欲
生
一
心
等
と
云
わ
ん
も
、
な
お
不
可
な
り
。
況
ん
や

そ
の
義
を
転
ず
る
を
や
。
そ
の
義
を
転
ず
る
と
は
、
も
し
初
帰
の
一
念
は
欲
生
心
、
相
続
決
定
は
信
楽
な
り
と
い
わ
ば
、
欲
生
・
信
楽
、
断
乎
と
し
て
二
物

と
な
る
。
こ
れ
信
楽
の
外
に
欲
生
を
立
て
て
、
真
因
の
一
念
と
す
。
あ
に
義
を
転
ず
る
に
非
ず
や
。

【
17
】　‌�

相
承
の
実
義
は
、
至
心
・
欲
生
の
二
心
は
、
信
楽
一
心
に
摂
在
す
る
が
故
に
、
別
開
す
べ
き
に
非
ず
。
た
だ
こ
れ
混
然
た
る
他
力
信
心
な
り
。

【
18
】　‌�

若
し
一
信
楽
の
外
に
、
更
に
行
者
帰
命
の
願
心
を
立
て
ば
、
何
ぞ
通
途
度
我
の
願
に
異
な
ら
ん
や
。
こ
こ
に
お
い
て
、
仏
を
た
の
む
は
十
九
・
二
十
等
に
通

ず
と
許
さ
ざ
る
こ
と
を
え
ず
。「
聖
人
の
御
流
は
、
た
の
む
一
念
の
処
、
肝
要
な
り
」（
聞
書
末
三
十
二
）（『
御
一
代
記
聞
書
』、『
聖
典
全
書
』
巻
五
、
五
七

九
頁
）
と
云
へ
り
。
こ
れ
も
し
十
九
・
二
十
に
共
せ
ば
、
他
力
真
宗
と
は
徒
に
名
の
る
な
ら
ん
。
そ
の
方
便
二
願
に
共
す
る
度
我
の
願
心
は
、
既
に
こ
れ
本

願
不
共五丁
右の
信
楽
の
外
な
れ
ば
、
不
了
疑
惑
の
欲
生
心
な
る
の
み
。
こ
の
心
を
も
っ
て
報
土
真
因
［
帰
命
一
念
］
と
定
め
ば
、
不
共
の
信
楽
は
却
て
往
生
一
定

後
の
相
続
心
相
に
堕
す
。
は
な
は
だ
怪
し
み
か
ら
ず
や
。
も
し
た
の
む
一
念
に
、
す
な
わ
ち
命
終
せ
ば
、
こ
の
人
、
信
楽
に
由
ら
ず
し
て
往
生
を
得
や
。
も

し
往
生
は
必
ず
信
楽
を
須
い
る
と
い
は
ば
、
た
の
む
一
念
往
生
一
定
の
教
は
虚
誕
な
り
や
。

　
　
　

‌�　

も
し
三
心
即
一
の
欲
生
な
る
が
故
に
、
前
難
を
不
受
と
い
は
ば
、
こ
れ
ま
た
成
ぜ
ず
。
高
祖
、
既
に
三
心
を
信
楽
一
心
に
統
べ
て
、「
三
心
即
一
心
」（
略

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）

一
一
四



書
）（『
浄
土
文
類
聚
鈔
』、『
聖
典
全
書
』
巻
二
、
二
七
二
頁
）
と
云
ふ
。
い
ず
く
ん
ぞ
こ
の
名
を
借
り
て
異
義
を
成
ず
る
こ
と
を
う
べ
き
や
。
相
承
の
聖
訓
、

一
欲
生
に
摂
帰
し
て
、
三
心
即
一
と
談
ず
る
も
の
を
見
ず
。
三
心
、
仏
に
あ
っ
て
は
互
融
す
と
い
へ
ど
も
、
こ
れ
を
も
っ
て
機
受
安
心
を
概
論
す
べ
か
ら
ず
。

も
し
機
受
唯
一
信
楽
な
れ
ば
、
三
心
自
ら
こ
の
中
に
円
具
す
。
信
は
た
だ
法
体
を
全
領
し
て
、
毫
も
機
功
を
容
れ
ざ
る
が
故
な
り
。
こ
れ
を
除
き
て
外
は
機

失
を
免
れ
ず
。
何
ぞ
相
即
を
え
ん
や
。
故
に
願
求
は
願
求
、
決
信
は
決
信
、
自
ら
別
な
り
。
前
後
別
起
の
二
心
、
何
ぞ
相
即
を
え
ん
。
況
や
願
求
の
一
念
、

即
ち
命
終五丁
左す
る
者
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
心
を
信
楽
に
措
か
ざ
る
を
や
。
況
や
信
楽
を
除
き
て
外
に
、
帰
命
の
一
念
を
搆
え
る
も
の
は
、
こ
れ
如
来
の
回
向
を

須
い
る
者
に
あ
ら
ず
。
自
己
の
胸
襟
よ
り
匠
成
す
る
虚
妄
の
心
想
、
何
ぞ
至
心
と
す
る
に
足
ら
ん
や
。
し
か
ら
ば
行
者
の
一
念
上
絶
え
て
三
心
即
一
の
義
な

し
。
故
に
前
難
を
遮
せ
ず
。

　
　
　

‌�　

も
し
機
受
の
心
相
を
ば
論
ぜ
ず
、
た
だ
法
体
の
円
融
を
借
り
来
り
て
開
会
せ
ば
、
十
九
・
二
十
の
機
の
欲
生
心
も
、
ま
た
こ
れ
三
心
即
一
に
し
て
、
本
願

に
随
順
す
と
許
さ
ん
や
。
彼
、
既
に
許
す
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
何
ぞ
独
り
開
せ
ん
や
。
も
し
今
は
初
に
教
を
聞
い
て
、
す
で
に
信
ず
る
が
故
に
、
次
に
度
我
の

願
心
を
起
す
も
、
す
な
わ
ち
信
の
欲
生
に
し
て
不
共
の
義
成
ず
と
い
は
ば
、
そ
の
初
聞
位
の
信
は
如
実
な
り
や
、
不
如
実
な
り
や
。
も
し
如
実
信
心
な
ら
ば
、

そ
の
信
一
念
、
す
で
に
摂
取
を
蒙
る
べ
し
。
何
ぞ
し
か
ら
ず
し
て
更
に
方
便
二
願
に
共
す
る
劣
心
を
起
し
て
度
我
を
祈
願
し
、
こ
れ
を
標
的
に
往
生
一
定
と

決
信
す
る
や
。
知
ん
ぬ
、
初
時
の
信
は
如
実
の
信
心
歓
喜
に
非
ず
。
も
し
不
如
実
な
ら
ば
、
そ
の
信
中
の
欲
生
も
ま
た
不
如
実
の
み
。
何
ぞ
こ
れ
を六丁
右真
因
の

一
念
と
許
さ
ん
や
。
こ
れ
ら
の
諸
過
失
あ
り
。
故
に
欲
生
一
心
の
義
を
立
す
べ
か
ら
ず
。

　
　
　

‌�　

今
、
四
句
を
作
る
。

《
意
訳
》

【
14
】	

親
鸞
聖
人
は
常
の
仰
せ
と
し
て
、「
浄
土
に
往
生
す
る
た
め
の
真
実
の
因
と
な
る
の
は
信
じ
喜
ぶ
と
い
う
信
楽
で
あ
る
」、
あ
る
い
は
「
さ
と
り
の
因
は
た
だ
信
心
の
み

で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
十
八
願
の
三
心
を
解
釈
さ
れ
る
に
は
、「
三
心
と
は
つ
ま
り
一
心
の
こ
と
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
一
心
と
は
「
信

巻
」
に
よ
れ
ば
信
楽
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
十
八
願
成
就
の
文
に
あ
る
「
一
念
」
を
解
釈
し
て
、「
信
楽
に
つ
い
て
一
念
が
あ
る
」
等
と
言
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
た
だ
信
じ
喜
ぶ
と
い
う
信
楽
で
も
っ
て
私
た
ち
の
信
心
を
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
文
も
、
す
べ
て
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。

【
15
】	

覚
如
上
人
は
、「
信
じ
喜
ぶ
心
の
起
こ
る
そ
の
時
に
往
生
す
る
身
に
さ
せ
る
と
い
う
第
十
八
願
成
就
の
文
を
も
っ
て
、
他
力
の
信
心
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。

他
力
の
教
え
の
要
は
、
た
だ
こ
の
信
じ
喜
ぶ
と
い
う
一
つ
だ
け
な
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
他
に
異
義
を
差
し
挟
む
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
こ
れ
を
受
け
て
蓮
如
上
人
は
、

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）

一
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五



『
御
文
章
』
の
中
で
、
信
じ
喜
ぶ
一
つ
だ
と
い
う
旨
を
何
度
も
言
わ
れ
、「
親
鸞
聖
人
か
ら
伝
え
ら
れ
た
浄
土
真
宗
の
教
え
の
要
は
、
た
だ
こ
の
信
心
一
つ
に
限
る
の
で

あ
る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、〈
た
の
む
一
念
〉
と
は
、
他
で
も
な
く
、
た
だ
信
じ
喜
ぶ
と
い
う
信
の
一
念
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
し
か
し
、
世
間
の
人
は
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、「
三
心
が
そ
の
ま
ま
一
心
で
あ
れ
ば
、
そ
の
一
心
を
信
楽
で
語
る
の
も
よ
い
し
、
欲
生
で
語

る
の
も
よ
い
」
と
。
し
か
し
、
そ
れ
は
三
心
が
そ
の
ま
ま
一
心
と
言
わ
れ
る
の
は
、
た
だ
信
楽
に
の
み
摂
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
、
つ
ま
り
、「
一
心
の
中

に
は
信
楽
の
前
後
に
説
か
れ
る
至
誠
心
（
至
心
）
と
回
向
発
願
心
（
欲
生
）
が
摂
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
の
言
葉
を
理
解
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

他
力
の
法
義
に
お
い
て
は
、
三
心
は
す
べ
て
阿
弥
陀
仏
の
側
で
完
成
さ
れ
た
も
の
で
、
私
た
ち
が
こ
し
ら
え
る
も
の
で
は
な
い
。
阿
弥
陀
仏
は
、
自
分
の
徳
の
す
べ
て

を
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
に
込
め
て
、
そ
の
名
号
を
私
た
ち
に
与
え
て
下
さ
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
名
号
を
与
え
て
す
べ
て
の
者
を
救
い
た
い
と
い
う
阿
弥
陀
仏

の
思
い
を
阿
弥
陀
仏
の
真
実
の
信
心
と
い
う
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
そ
の
思
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
通
り
に
お
救
い
下
さ
る
の
だ
と
少
し
も
疑
う
こ
と

が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
阿
弥
陀
仏
の
心
の
す
べ
て
を
頂
い
た
す
が
た
で
あ
る
か
ら
、
親
鸞
聖
人
は
「
阿
弥
陀
仏
の
願
い
の
ま
ま
が
与
え
ら
れ
た
信
楽
」
と
も
、「
阿
弥

陀
仏
の
広
大
で
あ
っ
て
何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
な
い
心
」
と
も
、「
如
来
よ
り
与
え
ら
れ
た
他
力
真
実
の
信
心
」
と
も
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　〈
た
の
む
一
念
〉
と
い
う
の
は
、
こ
の
阿
弥
陀
仏
の
心
を
信
じ
喜
ぶ
心
が
起
こ
っ
た
最
初
を
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
浄
土
に
往
生
す
る
因
が
決
定
し
た
最
初
の
時
の

極
ま
り
を
定
め
る
た
め
に
一
念
と
言
わ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
信
じ
喜
ん
だ
最
初
と
そ
の
後
で
は
思
い
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
言
お
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ

か
ら
蓮
如
上
人
は
、「
阿
弥
陀
仏
を
〈
た
の
む
〉
心
は
、
寝
て
い
る
時
も
起
き
て
い
る
時
も
、
そ
の
思
い
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
」、「
こ
の
一
念
の
思
い
は
、
臨
終
ま
で

変
わ
る
こ
と
な
く
し
て
往
生
す
る
の
で
あ
る
」
等
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
仏
を
〈
た
の
む
一
念
〉
の
と
こ
ろ
で
阿
弥
陀
仏
は
救
っ
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
疑
い
な
く
信
じ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
最
初
の
〈
た
の
む
一
念
〉
と
後
の
疑
い
な
く
信
じ
る
の
は
、
た
だ
一
つ
の
信
じ
喜
ぶ
と
い
う
信
楽
の
内
容
な
の
で
あ
っ

て
、
前
後
で
異
な
る
二
つ
の
心
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
こ
の
中
、〈
た
の
む
一
念
〉
と
い
う
の
は
、「
名
号
の
中
の
南
無
の
二
字
は
、
生
き
と
し
生
け
る
者
が
阿
弥
陀
仏
を
信
じ
る
と
い
う
こ
と
」
と
言
わ
れ
る
こ
れ
で
あ
る
。

「
阿
弥
陀
仏
は
救
っ
て
く
だ
さ
る
」
と
い
う
の
は
、
名
号
の
中
の
阿
弥
陀
仏
の
四
字
の
意
味
な
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、「
阿
弥
陀
仏
を
〈
た
の
む
一
念
〉
の
と
こ
ろ
で
阿

弥
陀
仏
は
救
っ
て
く
だ
さ
る
」
と
い
う
の
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
内
容
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
が
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
内
容
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
内

容
を
そ
の
ま
ま
疑
い
な
く
信
じ
る
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
、
自
力
で
さ
と
れ
な
い
者
が
他
力
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う
二
種
深
信
の
こ
と
な
の
で
あ
り
、
言
い
換
え

れ
ば
阿
弥
陀
仏
の
願
い
に
そ
の
ま
ま
ま
か
せ
る
と
い
う
大
い
な
る
帰
依
の
す
が
た
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
無
阿
弥
陀
仏
の
南
無
の
意
味
、
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
仏
に
ま

か
せ
る
と
い
う
意
味
に
符
合
し
て
い
る
。
こ
の
阿
弥
陀
仏
の
願
い
を
聞
い
た
そ
の
時
に
仏
の
大
い
な
る
慈
悲
に
抱
か
れ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、〈
た
の
む
一

念
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。
私
た
ち
が
聞
く
阿
弥
陀
仏
の
名
号
の
内
容
と
、
私
た
ち
が
獲
る
信
心
の
内
容
が
全
く
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

【
16
】	

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
阿
弥
陀
仏
を
〈
た
の
む
〉
こ
と
が
浄
土
に
生
ま
れ
る
因
で
あ
る
と
す
る
信
楽
正
因
の
説
は
、
阿
弥
陀
仏
の
願
い
の
ま
ま
に
救
わ
れ
る
と
い
う
純

他
力
の
法
義
を
表
す
最
も
適
し
た
説
で
あ
る
。
こ
の
信
心
は
、
す
で
に
名
号
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
受
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、
た
だ
一
つ
の
信
楽
で
往
生
で
き
る
の
で
あ
り
、

そ
の
ま
ま
真
実
と
も
言
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
阿
弥
陀
仏
の
願
い
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
至
心
・
信
楽
・
欲
生
の
三
心
が
欠
け
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
意
味
を

し
っ
か
り
と
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
欲
生
と
説
い
た
と
し
て
も
、
至
心
と
説
い
た
と
し
て
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
た
だ
信
心
の
内
容
を
的

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）
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確
に
表
現
す
る
場
合
に
は
、
必
ず
阿
弥
陀
仏
を
〈
た
の
む
〉
と
い
う
信
楽
に
限
っ
て
他
の
表
現
を
用
い
な
い
の
が
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
の
示
し
方
の
規
範
で
あ
っ
て
、

そ
れ
を
外
し
て
は
な
ら
な
い
。
す
で
に
親
鸞
聖
人
の
法
義
の
示
し
方
が
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
た
だ
名
前
を
変
え
て
欲
生
一
心
と
言
う
の
で
さ
え
不
可
で
あ
る
。
ま
し
て
、

そ
の
意
味
ま
で
変
え
て
し
ま
う
の
は
問
題
外
で
あ
る
。
意
味
を
変
え
る
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
、
最
初
に
帰
依
す
る
一
念
は
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
い
う
欲
生
の
心
、

そ
の
後
、
生
涯
続
い
て
起
こ
る
思
い
は
阿
弥
陀
仏
に
ま
か
せ
る
と
い
う
信
楽
の
心
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
欲
生
と
信
楽
と
が
二
つ
の
心
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
信
楽
と
は
別
に
欲
生
を
立
て
て
、
そ
の
欲
生
を
浄
土
に
生
ま
れ
る
因
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
意
味
を
変
え
た
と
言
う
他
は
な
い
。

【
17
】	

親
鸞
聖
人
以
来
、
受
け
伝
え
ら
れ
て
き
た
浄
土
真
宗
の
教
え
に
お
い
て
は
、
第
十
八
願
に
示
さ
れ
る
三
心
の
内
、
至
心
と
欲
生
の
二
つ
の
心
は
、
信
楽
の
一
心
に
摂
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
欲
生
を
別
立
て
す
べ
き
で
は
な
い
。
正
し
く
、
信
楽
一
つ
に
三
心
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
他
力
の
信
心
な
の
で
あ
る
。

【
18
】	

も
し
信
楽
の
他
に
、
さ
ら
に
行
者
が
帰
命
す
る
願
い
の
心
を
立
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
真
宗
以
外
で
も
言
う
「
度
我
（
私
を
助
け
て
下
さ
い
）」
と
異
な
る
と
言

え
よ
う
か
。
こ
の
点
か
ら
し
て
、
第
十
八
願
の
「
仏
を
た
の
む
」
が
、
第
十
九
願
・
第
二
十
願
で
い
う
諸
宗
共
通
の
「
度
我
」
に
通
じ
る
と
は
言
え
な
い
。
蓮
如
上
人

が
『
御
一
代
記
聞
書
』
の
中
で
、「
親
鸞
聖
人
の
教
え
は
、
た
の
む
一
念
が
大
切
で
あ
る
」
と
仰
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
も
し
、
第
十
九
願
・
第
二
十
願
と
共
通
す
る
と
言

う
の
な
ら
、
他
力
真
宗
と
い
う
教
え
は
た
だ
の
名
前
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
第
十
九
願
・
第
二
十
願
の
方
便
の
二
願
に
共
通
す
る
「
度
我
」
の
心
は
、
こ
れ
は
第
十

八
願
独
自
の
信
楽
と
異
な
る
も
の
な
の
だ
か
ら
、
本
願
を
疑
う
欲
生
心
な
の
で
あ
る
。
こ
の
心
を
真
実
の
浄
土
に
生
ま
れ
る
因
（
帰
命
の
一
念
）
と
す
る
な
ら
ば
、
第

十
八
願
に
だ
け
示
さ
れ
る
信
楽
は
、
往
生
が
定
ま
っ
た
後
の
相
続
の
心
に
堕
し
て
し
ま
う
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
説
を
怪
し
ま
ず
に
お
れ
よ
う
か
。
も
し
、
た
の
む
一
念

（
欲
生
心
）
の
時
に
往
生
し
た
な
ら
、
こ
の
人
は
信
楽
に
よ
ら
ず
に
往
生
し
た
と
言
う
の
か
。
そ
れ
な
の
に
、
往
生
は
必
ず
信
楽
に
よ
る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
た
の
む

一
念
（
欲
生
心
）
で
往
生
す
る
と
い
う
教
え
は
お
か
し
な
話
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
も
し
、
三
心
を
統
べ
た
欲
生
心
だ
か
ら
、
欲
生
の
と
こ
ろ
だ
け
で
往
生
で
き
る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
お
か
し
い
。
親
鸞
聖
人
は
、
す
で
に
三
心
を
信
楽
に

摂
め
て
、『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
に
「
三
心
即
一
心
」
と
言
わ
れ
た
。
ど
う
し
て
そ
の
言
葉
を
借
り
て
、
異
な
る
説
を
主
張
で
き
よ
う
。
受
け
継
が
れ
て
き
た
聖
教
の
言
葉

に
、
た
だ
欲
生
に
摂
め
て
三
心
即
一
と
言
わ
れ
る
も
の
を
見
な
い
。
三
心
は
、
阿
弥
陀
仏
の
側
で
は
互
い
に
融
即
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
を
私
た
ち
の
信

心
の
と
こ
ろ
に
当
て
は
め
て
論
じ
る
べ
き
で
は
な
い
。
私
た
ち
の
側
は
信
楽
た
だ
一
つ
な
の
だ
か
ら
、
三
心
は
お
の
ず
か
ら
こ
の
中
に
ま
ど
か
に
具
わ
っ
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
、
私
た
ち
の
信
心
は
、
た
だ
阿
弥
陀
仏
の
全
て
を
受
け
て
、
そ
こ
に
少
し
も
私
た
ち
の
功
績
（
は
か
ら
い
）
を
入
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。（
私
た
ち
の
側
に
お
い

て
、）
信
楽
以
外
の
至
心
や
欲
生
を
一
心
と
す
れ
ば
、
誤
っ
た
理
解
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
の
側
で
の
相
即
を
言
わ
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
私
た
ち

の
と
こ
ろ
に
起
こ
る
願
求
は
願
求
で
あ
り
、
決
信
は
決
信
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
別
々
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
信
楽
の
前
後
に
あ
っ
て
別
々
に
起
こ
る
至
心
と
欲

生
が
、
ど
う
し
て
私
た
ち
の
信
楽
と
相
即
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。
ま
し
て
、
願
求
の
一
念
に
い
の
ち
終
る
者
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
信
楽
の
心
を
起
こ
し
た
こ
と
も

な
い
と
言
う
の
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
信
楽
の
ほ
か
に
帰
命
の
一
念
を
立
て
る
者
は
、
如
来
か
ら
の
は
た
ら
き
を
受
け
る
者
で
は
な
い
。
自
分
の
心
で
作
り
あ
げ
た

頼
り
に
な
ら
な
い
思
い
を
、
ど
う
し
て
真
実
の
心
（
至
心
）
と
言
え
よ
う
か
。
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
自
分
で
作
り
あ
げ
る
心
を
三
心
即
一
と
は
言
え
な
い
。
だ
か
ら
、

三
心
を
統
べ
た
欲
生
心
だ
か
ら
と
い
う
言
い
訳
は
成
り
立
た
な
い
。

　
　
　
　
も
し
、
衆
生
の
心
の
あ
り
様
を
言
う
の
で
は
な
く
、
た
だ
如
来
の
側
で
融
即
し
て
い
る
点
だ
け
で
解
釈
す
る
と
言
う
な
ら
ば
、
第
十
九
・
第
二
十
願
の
欲
生
心
も
同

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）
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じ
よ
う
に
三
心
即
一
だ
か
ら
、
阿
弥
陀
如
来
の
心
に
か
な
う
と
許
す
の
か
。
彼
ら
で
も
そ
れ
は
許
さ
な
い
だ
ろ
う
。
な
ら
ば
、
な
ぜ
第
十
八
願
だ
け
融
即
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
か
。
も
し
、
い
ま
言
っ
て
い
る
欲
生
は
、
教
え
を
聞
い
て
す
で
に
信
じ
た
状
態
の
上
で
の
度
我
の
願
い
だ
か
ら
、
信
楽
の
上
の
欲
生
で
あ
っ
て
第
十
八
願
独

自
の
欲
生
だ
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
初
め
て
教
え
を
聞
い
た
時
の
信
心
は
、
如
来
に
ま
か
せ
る
（
如
来
の
願
い
に
随
う
）
信
心
な
の
か
。
も
し
そ
う
だ
と
言
う
の

で
あ
れ
ば
、
す
で
に
そ
の
時
に
摂
取
の
救
い
に
あ
ず
か
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ら
ば
ど
う
し
て
、
さ
ら
に
第
十
九
願
・
第
二
十
願
に
共
通
す
る
度
我
の
心
を
起
こ
し
て
祈

願
し
、
そ
こ
を
も
っ
て
往
生
で
き
る
と
言
う
必
要
が
あ
る
の
か
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
人
の
信
心
は
、
如
来
に
ま
か
せ
る
信
心
で
は
な
い
（
不
如
実
）。
も
し
そ
の
心
が

如
来
に
ま
か
せ
る
信
心
で
な
い
（
不
如
実
）
な
ら
ば
、
そ
の
心
か
ら
起
き
る
欲
生
も
不
如
実
で
あ
る
。
ど
う
し
て
そ
れ
を
往
生
の
因
と
言
え
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、

彼
ら
の
言
い
分
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
だ
か
ら
欲
生
一
心
と
い
う
説
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
い
ま
「
一
心
」
に
つ
い
て
、
四
通
り
の
形
式
で
そ
れ
を
述
べ
よ
う
。

　
　
　

第
二
項　

四
句
を
示
す

《
本
文
》

【
19
】　‌�

一
に
信
楽
に
し
て
す
な
わ
ち
欲
生
な
り
。
利
他
の
信
楽
は
、
一
心
具
三
の
故
に
。

【
20
】　‌�

二
に
欲
生
に
し
て
す
な
わ
ち
信
楽
な
り
。
こ
れ
は
一
信
楽
に
お
い
て
、
義
を
も
っ
て
欲
生
の
名
を
立
つ
る
故
に
。
こ
の
欲
生
は
す
な
わ
ち
信
楽
な
り
。
諸
文

の
中
、「
願
生
」・「
欲
生
」
の
名
を
も
っ
て
、
他
力
の
信
心
を
呼
ぶ
者
は
こ
の
門
に
依
る
な
り
。

【
21
】　‌�

三
に
信
楽
に
し
て
欲
生
に
あ
ら
ず
。
他
力
信
心
は
、
建
立
自
心
の
欲
生
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
。
選
び
て
信
楽
正
因
と
云
わ
ば
、
こ
の
門
に
依
る
な
り
。

【
22
】　‌�

四
に
欲
生
に
し
て
信
楽
に
あ
ら
ず
。
信
中
の
自
具
を
除
い
て
、
余
の
欲
生
こ
と
ご
と
く
こ
れ
な
り
。
方
便
二
願
の
所
摂
な
る
が
故
に
本
願
の
信
楽
に
あ
ら
ず
。

他
流
に
六
字
釈
を
解
す
る
に
、
発
願
回
向
を
も
っ
て
帰
命
の
義
相
と
す
。
故
に
三
心
を
一
欲
生
に
摂
し
、
唯
一
の
度
我
の
欲
願
を
も
っ
て
、
機
辺
の
能
帰
と

す
。
そ
の
中
ま
た
浅
深
あ
り
。

【
23
】　‌�

浅
者
は
、
絶
え
て
他
力
を
知
ら
ず
。
故
に
た
だ
願
を
自
に
取
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
行
も
ま
た
こ
れ
を
己
に
弁
ず
。

【
24
】　‌�

そ
の
深
者
は
、
口
を
極
め
て
他
力
を
談
ず
。
故
に
仏
体
即
行
と
立
て
て
、
往六丁
左生
を
う
る
は
全
く
仏
願
力
な
り
と
す
。
た
だ
し
、
そ
の
仏
願
力
に
摂
せ
ら
る
る

こ
と
は
、
機
辺
能
帰
の
願
功
に
由
る
と
謂
う
。
こ
れ
は
こ
れ
、
行
を
仏
に
取
っ
て
、
願
を
己お

の
れに
弁
ず
。
浅
深
あ
り
と
い
え
ど
も
、
均
し
く
こ
れ
四
字
名
号
の

見
な
り
。

大
瀛
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横
超
直
道
金
剛
錍
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の
翻
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と
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《
意
訳
》

【
19
】	

第
一
に
、
信
楽
で
あ
り
そ
の
ま
ま
欲
生
で
も
あ
る
。
如
来
回
向
の
信
楽
は
、
一
心
に
三
心
が
具
わ
っ
て
い
る
か
ら
。

【
20
】	

第
二
に
、
欲
生
で
あ
り
そ
の
ま
ま
信
楽
で
も
あ
る
。
信
楽
の
中
に
意
味
と
し
て
欲
生
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
欲
生
は
、
そ
の
ま
ま
信
楽
で
あ
る
。

様
々
な
文
章
に
、「
願
生
」「
欲
生
」
の
言
葉
で
他
力
信
心
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
こ
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。

【
21
】	
第
三
に
、
信
楽
で
あ
る
が
欲
生
で
は
な
い
。
他
力
信
心
（
信
楽
）
は
、
自
力
で
作
り
あ
げ
る
欲
生
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
特
に
「
信
楽
正
因
」
と
い
う
場
合
は
、
こ

の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。

【
22
】	

第
四
に
、
欲
生
で
あ
る
が
信
楽
で
は
な
い
。
信
楽
に
具
わ
る
欲
生
以
外
は
す
べ
て
こ
れ
で
あ
る
。
第
十
九
願
・
第
二
十
願
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第
十
八
願

の
信
楽
に
具
わ
る
欲
生
で
は
な
い
。
真
宗
以
外
で
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
を
解
釈
し
て
、
南
無
の
発
願
回
向
を
帰
命
の
意
味
が
現
れ
た
す
が
た
と
す
る
。
だ
か

ら
三
心
を
欲
生
に
摂
め
、
救
わ
れ
た
い
と
い
う
願
い
を
私
た
ち
の
帰
依
の
す
が
た
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
理
解
に
は
浅
深
の
違
い
が
あ
る
。

【
23
】	

浅
く
理
解
す
る
者
は
、
全
く
他
力
を
知
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
の
願
い
を
自
分
の
思
い
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
念
仏
の
行
す
ら
も
自
分
の
側
で
理
解
す
る
。

【
24
】	

深
く
理
解
す
る
者
は
、
言
葉
を
尽
く
し
て
他
力
を
強
調
す
る
。
だ
か
ら
、
阿
弥
陀
如
来
そ
の
も
の
が
行
で
あ
る
と
理
解
し
、
往
生
で
き
る
の
は
た
だ
如
来
の
本
願
力
に

よ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
本
願
力
に
摂
取
さ
れ
る
の
は
、
自
分
が
救
わ
れ
た
い
と
思
っ
た
功
績
に
よ
る
も
の
だ
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
、
行
を
如
来
の
側
と
す
る
が
、

願
い
を
自
分
の
側
で
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
浅
深
の
違
い
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
「
南
無
」
と
「
阿
弥
陀
仏
」
を
別
に
見
て
「
阿
弥

陀
仏
」
の
四
字
の
み
を
名
号
と
す
る
理
解
な
の
で
あ
る
。

　
　
　

第
三
項　

六
字
名
号
を
解
説
す
る

《
本
文
》

【
25
】　‌�

わ
が
真
宗
は
し
か
ら
ず
。
専
ら
自
力
を
す
て
て
他
力
に
帰
す
る
を
宗
の
極
致
と
す
る
が
故
に
、
願
行
具
足
・
機
法
一
体
の
六
字
尊
号
を
伝
承
す
。
故
に
六
字

の
三
義
［「
帰
命
」
と
「
発
願
回
向
」
と
「
即
是
其
行
」
と
な
り
］
尽
く
仏
徳
に
属
し
、
ま
た
こ
と
ご
と
く
機
の
所
獲
と
な
る
。
こ
れ
を
三
義
に
分
配
し
て

義
を
明
ら
か
に
す
る
と
き
は
、「
帰
命
」
の
一
心
は
機
受
の
相
な
り
。
三
心
即
一
の
信
楽
こ
れ
な
り
。「
発
願
回
向
」
は
仏
願
力
の
回
向
な
り
。「
即
是
其

行
」
は
往
相
回
向
の
大
行
な
り
。
願
行
た
だ
こ
れ
仏
の
三
心
な
り
。

　
　
　
　
　

‌�　

仏
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
無
有
出
離
之
縁
（
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
）」
の
機
を
度
し
た
ま
う
。
故
に
行
者
は
た
だ
信
楽
一
心
に
し
て
、
別
に
発
願
起
行

せ
ざ
れ
ど
も
、
す
で
に
こ
れ
清
浄
願
心
、
ま
た
こ
れ
如
実
修
行
な
り
。
い
わ
ゆ
る
「
一
心
に
弥
陀
に
帰
命
す
れ
ば
［
帰
命
］、
不
可
思
議
の
願
力
と
し
て

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）
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［
発
願
回
向
］、
仏
の
か
た
よ
り
往
生
は
治
定
せ
し
め
た
ま
う
［
即
是
其
行
］」(

『
御
文
章
』
五
帖
目
第
十
通
、『
聖
典
全
書
』
巻
五
、
一
八
四
頁)

と
は
、
す

な
わ
ち
六
字
の
義い

わ
れな
り
。
こ
の
三
義
す
で
に
一
法
体
に七丁
右あ
っ
て
成
就
す
。
故
に
機
法
一
体
と
云
う
。
ま
た
弥
陀
如
来
の
真
実
信
心
と
云
う
。
宿
善
開
発
し
て

善
知
識
に
遇
い
、
こ
の
報
土
に
往
生
す
べ
き
［
即
是
其
行
］、
他
力
［
発
願
回
向
］
信
心
［
即
是
帰
命
］
の
道
理
を
聞
き
わ
け
て
少
し
も
疑
心
な
け
れ
ば
、

即
ち
「
無
疑
無
慮
乗
彼
願
力
定
得
往
生
（
疑
な
く
慮
り
な
く
か
の
願
力
に
乗
じ
て
さ
だ
め
て
往
生
を
得
）」（『
観
経
疏
』、『
聖
典
全
書
』
巻
一
、
七
六
二

頁
）
の
深
信
決
定
す
る
故
に
、
こ
れ
を
一
心
帰
命
と
も
他
力
信
楽
と
も
云
う
な
り
。

　
　
　

‌�　

機
受
の
信
心
は
た
だ
名
義
の
印
現
な
り
、
機
の
造
修
に
あ
ら
ず
。
故
に
今
家
は
聞
を
も
っ
て
詮
要
と
せ
ら
れ
た
り
。
下
中
品
の
「
聞
已
即
往
」［
隠
彰
弘

願
、『
大
経
』
の
説
の
ご
と
し
］（『
聖
典
全
書
』
巻
一
、
九
七
頁
）
は
こ
の
頓
益
を
顕
す
も
の
な
り
。
故
に
た
だ
行
を
仏
に
取
る
の
み
な
ら
ず
、
願
も
ま
た

他
力
に
由
る
。
た
だ
信
こ
れ
を
受
く
。
信
も
ま
た
自
力
に
あ
ら
ず
。

　
　
　

‌�　
「
も
し
は
行
も
し
は
信
、
も
し
は
因
も
し
は
果
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
う
所
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
有
る
こ
と
な
し
。」

（『
信
巻
』〔『
聖
典
全
書
』
巻
二
、
七
九
頁
〕、『
証
巻
』〔『
聖
典
全
書
』
巻
二
、
一
三
七
頁
〕）
こ
れ
を
他
力
真
宗
と
な
す
る
な
り
。
高
祖
勤
め
て
三
心
即
信

楽
一
心
な
り
と
釈
成
し
た
ま
う
は
、
こ
の
旨
を
顕
さ
ん
が
為
な
り
。
ゆ
え
に
上
の
四
句
の
中
、
前
三
句
は
今
家
の
義
に
当
た
る
。

【
26
】　‌�

他
流
の
義
相
は
、
第
四
の
非
信
楽
の
欲
生
の
句
な
り
。
信
疑
対
の
ゆ
え
に
、
す
な
わ
ち
疑
惑
位
な
り
。
今
た
の
む
一
念
を
も
て
機
辺
結
構
の
欲
生
一
心七丁
左と
し
、

こ
れ
を
南
無
の
義
と
し
、
か
く
の
ご
と
く
願
求
す
れ
ば
仏
す
な
わ
ち
た
す
け
給
う
、
こ
れ
を
阿
弥
陀
仏
の
義
と
す
る
も
の
は
、
全
く
こ
れ
四
字
名
号
の
見
に

し
て
、
他
の
奴
隷
と
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
や
。
こ
の
疑
惑
位
の
願
心
を
も
っ
て
、
真
宗
一
念
帰
命
の
信
心
に
充み

て
て
は
、
深
く
他
力
の
宗
意
を
害
せ
ざ
ら
ん

や
。

【
27
】　‌�

弁
主
の
高
徳
な
る
、
何
ぞ
そ
の
得
失
を
知
ら
ざ
ら
ん
。
知
り
て
故
こ
と
さ
らに
、
こ
れ
を
言
う
者
、
け
だ
し
為
に
す
る
と
こ
ろ
有
れ
ば
な
り
。
古
人
の
言
に
曰
く
、

「
他
山
の
石
、
も
っ
て
玉
を
攻み

が
くべ
し
」（『
詩
経
』）
と
。
そ
れ
し
か
ら
ず
や
。「
嗟あ
あ

、
報
土
の
真
因
は
信
楽
を
正
と
な
す
」
と
は
、
一
家
相
承
の
実
義
な
り
、

百
王
不カヘ
ナ
ル易
の
常
教
な
り
。
弁
主
の
正
意
も
ま
た
こ
こ
に
在
り
。
故
に
か
の
『
弁
』
下
に
至
っ
て
す
な
わ
ち
云
く
、「
今
真
宗
に
す
す
む
る
と
こ
ろ
は
第
十
八

願
の
一
心
帰
命
に
し
て
、
願
力
仏
智
の
不
思
議
を
た
の
む
他
力
の
信
楽
な
り
」
と
。
い
わ
ゆ
る
美
玉
の
煥
若
た
る
は
、
た
だ
そ
れ
こ
れ
や
。
た
だ
し
お
も
ん

み
れ
ば
、
通
編
磊
砢
、
人
、
そ
の
珍
な
る
こ
と
を
見
る
こ
と
難
し
。
愚
執
の
徒
は
、
燕
石
を
十
襲
し
て
荊
璧
を
擲
つ
。
こ
れ
を
諭
す
と
も
改
め
ず
、
過
ぎ
て
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い
よ
い
よ
文か
ざ

る
。

《
意
訳
》

【
25
】	

浄
土
真
宗
で
は
そ
の
よ
う
な
理
解
は
し
な
い
。
た
だ
自
力
を
捨
て
て
他
力
に
帰
依
す
る
の
を
教
え
の
極
致
と
す
る
か
ら
、
六
字
の
名
号
を
願
行
具
足
・
機
法
一
体
と
伝

承
し
て
い
る
。
だ
か
ら
六
字
名
号
に
対
す
る
「
帰
命
」「
発
願
回
向
」「
即
是
其
行
」
の
三
義
は
す
べ
て
仏
の
徳
で
あ
り
、
同
時
に
私
た
ち
が
獲
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
三
義
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
時
は
、「
帰
命
」
と
は
私
た
ち
の
信
心
の
あ
り
様
、
三
心
即
一
の
信
楽
を
い
う
。「
発
願
回
向
」
は
、
如
来
か
ら
私
た
ち

に
本
願
力
が
振
り
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。「
即
是
其
行
」
は
、
如
来
が
私
た
ち
を
救
う
た
め
に
振
り
向
け
ら
れ
て
い
る
大
行
を
い
う
。
だ
か
ら
、
願
も
行
も
如

来
の
三
心
の
他
は
な
い
の
で
あ
る
。

	

　
如
来
は
こ
の
心
に
よ
っ
て
、「
迷
い
の
世
界
を
離
れ
る
手
が
か
り
が
な
い
」
者
（
機
）
を
救
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
行
者
の
方
は
、
如
来
の
心
に
ま
か
せ
る
信
楽
だ
け

で
、
自
分
か
ら
改
め
て
願
い
や
行
を
起
こ
さ
な
く
と
も
、
す
で
に
如
来
の
清
ら
か
な
願
い
と
真
実
の
行
が
具
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
御
文
章
』
に
「
ふ
た
ご
こ
ろ
な

く
阿
弥
陀
さ
ま
の
仰
せ
に
従
う
な
ら
ば
［
帰
命
］、
人
知
で
は
は
か
り
知
れ
ぬ
仏
の
本
願
力
に
よ
っ
て
［
発
願
回
向
］、
仏
の
ほ
う
か
ら
人
び
と
の
往
生
を
決
定
し
て
く

だ
さ
る
の
で
す
［
即
是
其
行
］」
と
あ
る
そ
の
ま
ま
が
、
六
字
名
号
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
三
義
は
す
で
に
一
つ
の
法
の
は
た
ら
き
と
し
て
完
成
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、

機
法
一
体
と
い
い
、
ま
た
如
来
の
真
実
信
心
と
も
い
う
の
で
あ
る
。
念
仏
に
出
遇
う
縁
が
整
っ
て
よ
き
先
達
に
出
遇
い
、
浄
土
に
往
生
さ
せ
る
［
即
是
其
行
］
如
来
の

願
い
［
発
願
回
向
］
に
ま
か
せ
る
［
帰
命
］
と
い
う
道
理
を
聞
い
て
疑
い
が
な
い
の
で
、「
疑
い
な
く
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
願
力
に
お
ま
か
せ
し
て
、
間

違
い
な
く
往
生
す
る
」
と
い
う
信
心
が
決
定
す
る
か
ら
、
こ
れ
を
一
心
帰
命
と
も
他
力
信
楽
と
も
い
う
の
で
あ
る
。

	

　
私
た
ち
の
信
心
は
、
た
だ
六
字
の
名
号
に
込
め
ら
れ
た
意
味
が
そ
の
ま
ま
現
れ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
が
作
り
あ
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
浄
土
真
宗

で
は
聞
く
こ
と
を
肝
要
だ
と
教
え
て
き
た
の
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
の
下
中
品
に
あ
る
「
聞
き
お
わ
っ
て
す
な
わ
ち
往
く
」［
こ
こ
に
は
『
大
経
』
に
示
さ
れ
た
第

十
八
願
の
意
味
が
ひ
そ
か
に
現
れ
て
い
る
］
と
の
一
文
は
、
聞
く
だ
け
で
往
生
で
き
る
利
益
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
た
だ
行
を
仏
の
側
に
見
る
だ
け

で
な
く
、
願
い
も
ま
た
如
来
の
側
に
見
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
た
だ
信
心
は
こ
れ
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
信
心
も
自
分
で
作
り
あ
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

	

　
親
鸞
聖
人
は
そ
れ
を
、「
往
生
の
行
も
信
も
、
因
も
果
も
、
す
べ
て
阿
弥
陀
仏
の
清
ら
か
な
願
心
よ
り
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。」（
信
巻
・
証
巻
）
と
示
さ

れ
、
こ
れ
を
浄
土
真
宗
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
親
鸞
聖
人
が
、
特
に
三
心
を
信
楽
一
心
だ
と
示
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
先
に
示
し
た
四
句
の
中
、「
信
楽
で
あ
り
そ
の
ま
ま
欲
生
で
も
あ
る
」「
欲
生
で
あ
り
そ
の
ま
ま
信
楽
で
も
あ
る
」「
信
楽
で
あ
る
が
欲
生
で
は
な
い
」
の
三
句

は
、
浄
土
真
宗
の
い
わ
れ
に
か
な
う
の
で
あ
る
。

【
26
】	

浄
土
真
宗
以
外
の
理
解
は
、
第
四
句
の
「
欲
生
は
そ
の
ま
ま
信
楽
で
は
な
い
」
に
当
て
は
ま
る
。
信
と
疑
を
対
比
さ
せ
れ
ば
、
疑
惑
に
他
な
ら
な
い
。「
た
の
む
一
念
」

を
私
た
ち
が
作
り
あ
げ
る
欲
生
と
理
解
し
て
、
こ
れ
を
「
南
無
」
の
二
字
の
意
味
と
し
、
こ
の
よ
う
に
願
い
求
め
れ
ば
仏
は
救
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
を
「
阿
弥

陀
仏
」
の
四
字
の
意
味
と
す
る
の
は
、
ま
っ
た
く
「
阿
弥
陀
仏
」
の
四
字
の
み
を
名
号
と
す
る
理
解
で
あ
っ
て
、
他
宗
の
奴
隷
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
疑
惑
に
他

な
ら
な
い
こ
ち
ら
の
願
い
を
真
宗
の
一
念
帰
命
の
安
心
だ
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
他
力
の
教
え
を
深
く
害
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

【
27
】	

功
存
は
高
名
な
僧
侶
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
欲
生
帰
命
説
の
長
所
と
短
所
を
知
ら
な
い
わ
け
が
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
に
言
っ

大
瀛
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
の
翻
刻
と
そ
の
意
訳
（
そ
の
一
）

一
二
一



て
い
る
の
は
、
邪
説
を
否
定
す
る
た
め
に
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
古
人
の
言
葉
に
、「
他
山
の
石
、
も
っ
て
玉
を
み
が
く
べ
し
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

「
あ
あ
、
浄
土
に
生
ま
れ
る
真
実
の
因
は
信
楽
を
正
し
き
因
と
す
る
」
と
は
、
浄
土
真
宗
が
相
承
す
る
真
実
の
法
義
で
あ
る
。
時
代
を
通
じ
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い
教
え

で
あ
る
。
功
存
の
本
意
も
こ
こ
に
あ
る
。
だ
か
ら
『
願
生
帰
命
弁
』
の
巻
下
に
、「
い
ま
真
宗
で
勧
め
て
い
る
の
は
、
第
十
八
願
の
一
心
帰
命
で
あ
っ
て
、
如
来
の
願
い

と
智
慧
の
は
た
ら
き
に
ま
か
せ
る
他
力
の
信
楽
な
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
美
し
い
玉
の
輝
く
さ
ま
は
た
だ
こ
こ
に
あ
る
。
た
だ
考
え
て
み
る
と
、
そ
こ
か
し
こ
に
あ
る

大
小
の
石
の
中
か
ら
玉
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
愚
か
な
考
え
に
固
執
し
て
い
る
人
々
は
、
ま
が
い
物
を
珍
重
す
る
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
れ
を
諭
す
者
が
い
て
も

改
め
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
飾
り
立
て
て
い
る
。
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